
教材 単元 関意 話聞 書く 読む 言語 評価規準

こわれた千の
楽器

・場面の様子や人物の気
持ちが伝わるように、工
夫して音読する。 7 ○ ○

【関】物語を楽しんで音読したり、暗唱した
りしようとする。
【読】物語から読み取った場面の様子や
人物の気持ちがよく分かるように、工夫し
て音読している。

内容の中心や場面の様子がよく分
かるように音読する。☆

<音読発表＞

図書館へ行こ
う

・図書館の配架と本の分
類を知り、本の探し方を
確かめる。 1 ○ ○

【関】本の探し方に興味を持ち、読書に親
しもうとする。
【読】図書館の配架と本の分類を知り、読
書に親しんでいる。

必要な情報を得るために、読んだ
内容に関連した他の本や文章など
を読む。C（２）オ

心の動きを伝
えよう

・気持ちが伝わるように
工夫して文章を書く。

4 ○ ○

【関】自分の気持ちが読み手に伝わるよう
に文章を書こうとする。
【書】読み手に気持ちが伝わるように、心
が大きく動いた部分を詳しく書いたり、気
持ちを表す言葉を工夫して書いたりして
いる。

目的や必要に応じて理由や事例を
挙げて書く。☆

漢字の読み
方に気をつけ
よう

・漢字の音訓や送り仮名
について理解する。

2 ○ ○

【関】漢字の読み方に興味を持ち、音訓
や送り仮名について知ろうとする。
【言】漢字の読み方の種類や送り仮名の
働きを理解している。

ヤドカリとイソ
ギンチャク

・段落と段落の結びつき
を考えながら読み取る。

9 ○ ○

【関】ヤドカリとイソギンチャクの関係に興
味を持ち、感想を出したり、まとまりどうし
の結び付きについて考えたりしようとす
る。
【読】段落相互の関係に気をつけながら、
内容やまとまりどうしの結び付きについて
読み取っている。

中心となる語や文をとらえて段落
相互の関係や事実と意見との関係
を考え、文章を読む。☆

＜びっくり助け合いリーフレット＞

案内係になろ
う

・相手が知りたいことを考
え、必要なことを選んで
話す。 4 ○ ○

【関】相手の立場に立って、必要なことを
伝えようとする。
【話聞】相手の質問に応じて、必要な内容
は何かを考えて話している。

相手の目的に応じて、丁寧な言を
用いるなど適切な言葉遣いで話
す。☆

漢字辞典の
使い方を知ろ
う

・漢字辞典の仕組みと三
種類の索引の使い方を
知り、漢字の学習に活用
する。

2 ○ ○

【関】漢字辞典の便利さに気づき、活用し
ようとする。
【言】漢字辞典の仕組みと三種類の索引
の使い方を理解している。
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１　音読しよ
う

14

５
月

２　説明のま
とまりを見つ

けよう

１
学
期

15



走れ

・中心となる人物に気を
つけて、様子や気持ちを
考えながら読み、感想を
伝え合うことができる。

10 ○ ○

【関】物語に興味を持ち、楽しんで読もうと
する。
【読】中心人物に着目し、人物の性格や
気持ちの変化を読み取っている。

登場人物の気持ちの変化や情景
などを想像して読む。☆

＜中心人物ビフォア―アフター
カード＞

メモの取り方
をくふうして聞
こう

・事柄と事柄の関連に気
をつけて話を聞き、メモを
もとに足りない情報につ
いて質問することができ
る。

4 ○ ○

【関】話の中の事柄と事柄の関連を正しく
聞き取ろうとする。
【話聞】順序や理由を表す言葉に注意し
て聞き、事柄の関連が分かるように工夫
してメモを取っている。

大事なことを聞き分けて、メモを取
る。☆

ローマ字

・ローマ字の読み書きに
慣れ、ローマ字で様々な
ものを書き表すことがで
きる。 3 ○ ○

【関】ローマ字での人名・地名の表記や、
ローマ字を使ったコンピューター入力に興
味を持ち進んで活用しようとしている。
【言】ローマ字の表記方法を理解し、ロー
マ字で人名や地名を書いたり、コンピュー
ターで入力したりしている。

みんなで新聞
を作ろう

・取材したことを整理し
て、分かりやすい記事を
書く。読み手の興味をひ
く書き方を工夫する。

10 ○ ○

【関】調べたことを新聞の形式で伝えるこ
とに興味を持ち、新聞作りに取り組もうと
する。
【書】新聞の形式を知り、読み手の興味を
ひくように資料を選んだり、見出しを立て
たりして新聞を書いている。
【書】分かりやすい記事になるよう、大事
なことを落とさずに整理して書いている。

書こうとすることの中心を明確に
し、整理して書く。☆
収集した資料を効果的に使い、説
明する文章などを書く。Ｂ（２）ウ

「ことわざブッ
ク」を作ろう

・ことわざや故事成語に
ついて知り、ことわざの
意味を理解して使う。

6 ○ ○ ○

【関】ことわざや故事成語に関心を持ち、
意味などを調べて使おうとする。
【書】ことわざの意味に応じた具体例を挙
げて書いている。
【言】ことわざや故事成語について知り、
意味や使い方を理解するとともに、自分
の表現で使おうとしている。

長い間使われてきたことわざや慣
用句、故事成語などの意味を知
り、使う。☆

＜ことわざカルタ＞

本は友達

・読書への関心を高め、
多様な本を読む。

4 ○ ○

【関】自分の興味にあった本を探し、読も
うとする。
【読】読書案内や図書紹介を利用し、自分
が読みたい本を読んでいる。

「四年生の本だな」や「きっとある君
の心に残る本」を利用し、自分が読
みたい本を選んで読む。☆

詩を読もう
ふしぎ
よかったなぁ

・場面の様子を思い浮か
べながら、詩を声に出し
て読む。 2 ― ○ ○

【関】楽しんで、詩を読もうとする。
【読】情景や作者の思いを考えながら、詩
を読んでいる。

情景や人物の気持ちを想像して、
それにふさわしい読み方を工夫す
る。☆

39

２
学
期

６
月

３　人物の変
化をとらえよ

う

７
月

９
月



広告と説明書
を読みくらべ
よう

・目的による表し方の違
いを読み取る。

8 ○ ○

【関】目的による表し方の違いに興味を持
ち、進んで読み比べようとする。
【読】広告と説明書の違いを、観点に沿っ
て比較しながら読み取っている。

２つの文章を読み比べて、目的に
よる表し方の違いを読み取る。☆

文の組み立て
を考えよう
漢字の練習

・主語・述語・修飾語それ
ぞれの働きを理解し、文
の構成をとらえる。

2 ○ ○

【関】主語と述語の関係や修飾・被修飾の
関係に気をつけて文の構成をとらえようと
する。
【言】主語・述語・修飾語それぞれの働き
を理解し、主語・述語の関係や修飾・被修
飾の関係に気をつけて文の構成をとらえ
ている。

わたしの考え
たこと

・伝えたいことの中心を
明確にし、文章の組み立
てを考えて書く。

5 ○ ○

【関】自分の考えを伝えるための文章を
書こうとする。
【書】伝えたいことの中心を明確にし、組
み立てを考えて文章を書いている。
【書】文章を読み返し、間違いを正したり、
よりよい文章に書き換えたりしている。

文章の間違いを正したり、よりよい
表現に書き直したりする。☆

ごんぎつね

・場面の移り変わりに気
をつけて、人物の気持ち
の変化をとらえる。

13 ○ ○

【関】物語を読み、人物の気持ちの変化を
とらえようとする。
【読】叙述に即して人物の気持ちの変化
を読み取っている。

場面の移り変わりに注意しながら、
登場人物の性格や気持ちの変化、
情景などについて、叙述を基に想
像して読む。☆
＜○○日記＞
＜登場人物のビフォア―アフター
カード＞

ある人物に
なったつもり
で

・絵に書かれた人物の立
場からとらえた物語を書
くことができる。
・書いた物語を友だちと
読み合い、気付いたこと
や感想を伝えあうことが
できる。

9 ○ ○

【関】絵をもとに出来事を捉え、想像を広
げて物語を書くことに、興味を持って取り
組もうとしている。
【書】絵に書かれている場面について想
像を広げ、場面の様子を具体的に考えて
いる。友達が書いた物語を読み、話の内
容や展開、表現の仕方などについて、よ
く書けているところを具体的に伝え合って
いる。

絵から想像を広げて物語を書く。

文と文をつな
ぐ言葉の働き
を考えよう
漢字の練習

・文と文を接続する言葉
の働きを理解する。

2 ○ ○

【関】文と文を接続する言葉に興味を持
ち、知ろうとする。
【言】文と文を接続する言葉の働きを理解
し、使っている。

接続語が文と文との意味のつなが
りに果たす役割を理解し、使う。☆

１　感想を伝
え合おう

10
月

２
学
期

36

９
月 ４　身の回り

の文章を読
みくらべよう

15



クラスで話し
合おう

・話し合いの基本的な進
め方を知り、司会を中心
にそれぞれの役割を果
たしながら話し合う。 7 ○ ○

【関】司会の役割の重要性を知り、互いの
伝えたいことを考えながら話し合おうとす
る。
【話聞】話し合いの進め方を理解し、互い
の意見や考えを比べながら、理由をはっ
きりさせて話し合っている。

司会や提案などの役割を果たしな
がら、進行に沿って話し合う。☆

お願いやお礼
の手紙を書こ
う

・目的に合わせて書くこと
を選び、依頼状や礼状な
どの手紙を書く。 5 ○ ○

【関】目的に合わせて、お願いやお礼など
の手紙を書こうとする。
【書】形式をふまえて、目的に合わせて書
くことを選び、相手に応じた言葉遣いで手
紙を書いている。

目的に合わせて依頼状、案内状、
礼状などの手紙を書く。Ｂ（２）エ

くらしの中の
和と洋

・何をどのように比べて
いるかを読み取り、調べ
たことを目的に応じて、
引用したり、要約したりす
ることができる。 12 ○ ○

【関】暮らしの中の文化に関心を持ち、進
んで資料を探して調べたり、「『くらしの中
の和と洋』ブック」を作ったりしようとする。
【読】まとまりごとの内容や対比されてい
る事柄に注意して、短く要約しながら読み
取っている。

目的や必要に応じて、文章の要点
や細かい点に注意しながら読み、
文章を引用したり要約したりする。
☆
収集した資料を効果的に使い、説
明する文章を書く。Ｂ（２）ウ

同じ読み方の
漢字に気をつ
けよう　　　漢
字の練習

・それぞれの漢字には意
味があることを理解し、
同音・同訓の漢字を正し
く使い分ける。

2 ○ ○

【関】同音・同訓の漢字に興味を持ち、読
み方と意味の関係を知ろうとする。
【言】同音・同訓で意味の違う漢字がある
ことを理解している。

世界一美しい
ぼくの村

・家族やふるさとを思う心
をえがいた、いろいろな
本を読む。

13 ○ ○

【関】家族やふるさとをえがいた本を進ん
で読もうとする。
【読】場面の移り変わりに注意して読み、
心に残ったところを表現している。

場面の移り変わりに注意しながら、
登場人物の性格や気持ちの変化、
情景などについて、叙述を基に想
像して読む。☆
目的に応じて、いろいろな本や文
章を選んで読む。☆
＜本のショーウインドウ＞

言葉をつなげ
て

・ 言 葉 か ら想 像を 広げ
て、詩を作る。

5 ○ ○

【関】想像を広げて友達と一緒に連詩を
作ろうとする。
【書】想像したことをもとに言葉を選んで
連詩を作り、友達の作品の良さについて
感想を伝え合っている。

言葉から想像したことを基に詩を
作る。☆

「百人一首」を
声に出して読
んでみよう

・短歌を声に出して読ん
で、言葉の響きやリズム
を感じ取るとともに、情景
を思い浮かべる。

3 ○ ○

【関】短歌について知り、五音と七音の組
み合わせによるリズムに親しもうとする。
【言】言葉の響きやリズムを感じ取りなが
ら短歌を音読し、情景を思い浮かべてい
る。

易しい文語調の短歌や俳句につい
て、情景を思い浮かべたり、リズム
を感じ取りながら音読や暗唱をした
りする。☆

２　くらしの
中にある
「和」と「洋」
を調べよう

11
月

12
月

１
月

１　感想を伝
え合おう

36

14

21
３　読書会を

開こう



「ゆめのロ
ボット」を作る

・二つの文章を関係づけ
て読み、考えたことを友
達と伝えあい、自分の考
えを深め広げることがで
きる。

11 ○ ○

【関】人の役に立つ機械に関心を持ち、筆
者の考えを参考にして自分たちの生活と
ロボットのかかわりについて考えたりまと
めたりしようとする。
【読】筆者がどのような事実を理由や例と
して挙げ、願いや考えを述べているかを
読み取っている。

中心となる語や文をとらえて、事実
と意見との関係を考え、文章を読
む。☆
書こうとすることの中心を明確に
し、目的や必要に応じて理由や事
例を挙げて書く。☆

漢字を使って
読みやすい文
を書こう
漢字の練習

・漢字と仮名の特長を知
り、漢字仮名交じり文の
利点を理解することがで
きる。 2 ○ ○

【関】漢字と仮名に関心を持って文を読ん
だり書いたりしようとする。
【言】漢字仮名交じり文の特長を理解し、
漢字を使って分かりやすい文を書いてい
る。

報告します、
みんなの生活

・調べたことを整理して、
ポスターを使いながら順
序よく報告する。

10 ○ ○

【関】ポスターを使って分かりやすく発表し
ようとする。
【話聞】ポスターを使いながら分かりやす
く発表したり、聞き手の様子を見ながら話
したりしている。

図表や絵、写真などから読み取っ
たことを基に話したり、聞いたりす
る。Ａ（２）ウ

＜ポスター発表＞

目的や形式
に合わせて書
こう

伝えたいことに合わせて
必要な資料を選び、伝え
る内容や形式を考えて文
章を書く。 5 ○ ○

【関】伝える内容や形式を考えて文章を
書こうとする。
【書】目的と形式に合わせて必要な資料
を選び、伝えたいことを文章に書いてい
る。

収集した資料を効果的に使い、説
明する文章などを書く。Ｂ（２）ウ

木竜うるし（人
形げき）

・場面の様子や人物の気
持ちが伝わるように、工
夫して音読劇をする。 12 ○ ○

【関】読み取ったことを音読劇で表現しよ
うとする。
【読】登場人物の行動や会話をもとに、登
場人物の性格や関係などを読み取ってい
る。

登場人物の性格や関係などを読
み取り、言葉の抑揚や強弱、間の
取り方などに注意して音読劇をす
る。
☆＜音読劇＞

「言葉のタイ
ムカプセル」
を残そう

・１年間の思い出や未来
の自分への手紙を書き、
文集にまとめる。

6 ○ ○

【関】現在の自分を振り返り、考えている
ことを文章に書こうとする。
【書】１年間の思い出や未来の自分に伝
えたいことを選び、自分の考えや気持ち
を分かりやすく書いている。

書こうとすることの中心を明確に
し、自分の考えや気持ちをを分か
りやすく書く。☆

３
学
期

18
３
月

５　音読げき
をしよう

１
月

28

２
月

４　わたした
ちの生活とロ
ボットについ
て考えよう


